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今回お願いしたいボランティア 

№ 行事名 開催日 内容 ホームステイ  

1 せいかまつり 11 月 15 日（日） 

けいはんなプラザ 

イベントホール 

「国際交流コーナ

ー」担当 

11 月 14 日夕方 

～15 日 

 

 

2 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ 2015 

in 精華町 

12 月 12 日（土） 

むくのきセンター 

事前準備 

当日スタッフ 

12 月 12 日 

～13 日 

 

 

3 ﾒｯｾｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ 12 月 13 日（日） 

精華町役場交流ホール 

出場者対応 

当日スタッフ 

12 月 12 日 

～13 日 

 

4 日本語教室 毎週火曜日 

午後 7 時～8 時 45 分 

役場交流ホール 

日本語学習支援 × ※ 

5 にほんご学習室 毎週火曜日 

午後 1 時 30 分～3 時 

役場 501 会議室 

日本語学習支援 × ※ 

※印はせいかグローバルネットの事業で入会をお願いしています。 

 

1.せいかまつりとホームステイ 

 11 月 15日(日)、例年のように、けいはんな記念公園と、けいはんなプラザイベントホール 

を会場にして開催されます。SGNのブース「国際交流コーナー」はイベントホール会場に開設します。

スカイプを使い、姉妹都市のノーマン市をはじめとして、オーストラリア、台湾など、いろいろな地域の

人々と、直接に会話し、交流する企画です。 

当日、ブースを担当していただくスタッフを募集します。事前には、打ち合わせもします。 

また、せいかまつりに、一緒に参加していただく外国の方に、前日午後からのホームステイ 

も企画しています。ホストファミリーにご興味のある方も、お問い合わせください。 

 

2.フィールドトリップ in精華町 

京都府国際センターとの共催で、「フィールドトリップ 2015 in 精華町」の企画を進めています。開催

日時は 12 月 12 日(土)です。京都府国際センターが募集した 30 人の外国人が、精華町を訪問し、日

本文化を体験し、日本人と交流します。 

今回のテーマは、「新年を迎える日本人の楽しみ」です。当日、外国人参加者は、バスで、町内を

見学し、けいはんな記念公園に立ち寄り、むくのきセンターへ移動します。日本人参加者とは、11 時



30分に、むくのきセンター研修室で合流します。 

昼食は、「作って食べる」スタイルです。メニューは、手打ちそば、京風白みそ雑煮、栗き 

んとんなどおせち料理をいくつか、ふろふき大根、などなど、時季のものを体験、賞味していただきま

す。 

昼食後、参加して下さった外国の方に、お国の新年のお話などをお話ししていただき、最後にしめ

縄、干支の縁起物、年賀状などを作る作業を楽しみ、4時 30分、終了を予定しています。 

事前準備、当日の会場での対応（受付、調理準備、各体験担当、等）への協力をお願いします。 

また、参加される外国人の方のご希望によっては、ホームステイを、実施したいと考えていま

す。12 月 12 日(土)～13 日(日)の一泊 2 日でホストファミリーを受けていただけるご家庭も募集し

ます。 

 

3.メッセージコンテスト 

  恒例の「第 14 回日本語

による外国人のメッセージ

コンテスト」は、12 月 13 日

(日)、精華町役場内、交流

ホールで、開催します。チ

ラシができ、各関係機関へ

送り、出場してくださる方

の募集を始めました。 

お知り合いの方などを

お誘いいただける方には、

このチラシをお届けします

ので、事務局まで、お申し

出ください。 

また、コンテストに出場

してくださる方のご希望に

よっては、今年も、前日か

らのホームステイを、実施

したいと考えています。ホ

ストファミリーを受けていた

だけるご家庭も募集しま

す。 

 

 

 



4.日本語教室 

 

毎週火曜日、午後 7 時から 8 時 45 分まで、精華町役場交流ホールを中心に、年間 40回、 

開催しています。それぞれの生徒さんのレベルと希望にあわせて、個人レッスンです。 

日本語の学習支援だけでなく、料理や年中行事など、日本文化を体験してもらい、楽しく理解

と交流を促進することも、大切にしています。また、防災や防犯など、この地域で生活される方々

が、安全に暮らしていただけるような活動にも、取り組んでいます。  

夏前から、卒業される方が続いて、生徒さんの少ない時期がありましたが、ここのところ、次々と新

しく入会される方が増えて、教室がにぎやかになりました。 

 私たちの仲間になって、教室の運営に、ご協力してください。一度、お気軽に、教室をのぞいてみて

ください。 

 

5.にほんご学習室 

「にほんご学習室」は、

毎週火曜日午後 1 時

30分から3時まで、役

場 501 会議室で開催

しています。 

それぞれのレベルや

希望にあわせて個人

レッスンです。初心者

から N2受験を目指す

方まで、熱心に学ん

でいます。小さいお子

さんには、遊びを通し

て日本語を体験して

いただいています。慣

れない日本で生活さ

れる方たちですから、

時には生活や子育て、

幼稚園の相談にのっ

たりもします。教室に

http://3.bp.blogspot.com/-d1ChqNTtv_Y/Tyj0QYA3eUI/AAAAAAAABM4/4Qa0hgS20DI/s1600/8.JPG


はベビーカーが並び、ミルクを飲ませたり、あやしたり、とてもなごやかです。こんな教室にご協

力いただける方、熱烈歓迎、お待ちしています。 

「にほんご学習室」のチラシができました。お知り合いの方などに、ご案内いただける方には、送ら

せていただきますので、ご連絡ください。 

 

6.スエーデンのボーイスカウト受入の報告と「民泊」について 

前回の通信で、ホストファミリーを募集しました「スエーデンのボーイスカウトのホームステイ」受入

の体験、あわせて、和束町の取り組んでいる「民泊」について、報告します。 

8月 9 日から 4泊 5日、ボーイスカウトの世界ジャンボリーに参加した、スエーデンのボーイスカウ

トたちが、和束町を中心にした山城地域を訪れ、日本人の家庭で過ごし、文化にふれ、交流する、と

いう、事業に参加しました。受入家庭が足りないということで、我が家でも、めいっぱいの 4 人を引き

受けました。和束町との間を、毎日、送迎する必要があり、車に乗せられる限度の人数でした。それ

でも大変だと思ったのですが、間際になって、4泊 5日はそうなのですが、毎日やってくる 4人は、メン

バーが変わる、ということがわかりました。いくら夏とはいえ、毎日、寝具を洗濯するのは、大変です。

みんな、かなり浮き足立ちましたが、実際、始まってみると、慌ただしいながら、若いスカウトたちとの

生活は、これまでのホームステイと同様に、興味深く、楽しいものでした。北欧の地に、多くの友人が

できたことは、とても大きな喜びでもありました。 

が、今回のホームステイには、これまでのホームステイと大きな違いもありました。和束町の担当

の方から、受け入れの要請があった時、「1泊 2日 1人 6000円」と聞いて、単純に、有償ボランティア

だと思ってしまい、この欄でも、ご案内しました。結果的には、お申し込みはなく、せめてもの協力、と

思って、覚悟を決め、北野が参加することにしたのでした。 

ところが、説明会に参加して、初めて、ボランティア活動ではないと、気がつきました。「スケジュー

ル」「食中毒の注意」などに続いて、「宿泊所としての法的な規制」などの説明が出てきたからです。 

和束町が取り組んでいるのは、「ボランティア活動」ではなく、この頃多くなってきた、経済活動とし

ての「民泊」でした。「民泊」も組み込んで「お茶の町」としての取り組みを、より発展させたいと、考え

ておられるようでした。 

北野に、その認識がなかったために、混同してしまい、募集の案内をしてしまいました。本来、職業

につながる紹介とは、一線を画さなくてはいけないはずでした。お詫び申し上げますと共に、今後、十

分、注意してまいります。 

 

○申し込み・問い合わせ 

せいかグローバルネット事務局(担当：北野) 

ファックス: 0774-72-5896 

E-mail: seika-global-net-info@zeus.eonet.ne.jp 


